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　埼玉工業大学の学生が科学実験教室を開催。スライム

作りや液体窒素を使った実験、味覚が変化する不思議な

フルーツの体験を通して科学の楽しさを伝えました。

　聴覚障害福祉協会会長・須
す

藤
とう

淳
あつし

氏（写真左）と手話サー

クル会長・柴
しば

崎
さき

保
やす

雄
お

氏（写真右）へ『耳がきこえません』な

どと表示されている災害時援助用バンダナを贈呈しました。　

　 引在住藤
ふじ

井
い

さんの家庭菜園のサツマイモに花が咲き

ました。大里農林振興センターによると、本州で咲くの

は珍しく、ここ数年の暑さが影響しているようです。

　農業による地域振興を学ぼうと、カンボジア政府の女

性省・農林水産省の関係者6人が、マルツ食品㈱や農家

を視察しました。

　親子7組が、米粉でピザ作りを体験。自分の手で生地

を練り、発酵後は丸く伸ばして具材をトッピング。焼き

立てピザの試食では、おいしさに歓声が上がりました。

　小学校5年生～中学校2年生の44人が日東電工㈱、

古河スカイ㈱、㈱アタゴの工場で体験学習をしました。

楽しく不思議な科学技術の世界を体験しました。

　親子32人が参加し、子どもたちはもやしの生産工程

に興味津々。また、手作りの紙芝居で、『豆の養分だけ

で成長する野菜』 と学習しました。

　津波語り部の下
しも

坂
さ か

氏と、田野畑村役場復興対策課長の

佐
さ

藤
とう

氏による講演が行われました。田野畑村の物品販売

もあり、収益金は田野畑村へ寄付されました。　

カーネーションを液体窒素に入れて、バラバラにする実験

バンダナは、障害福祉課などで聞こえにくいかたに配布しています

㈱アタゴ製の屈折計（糖度計）を用いて、ジュースの糖度を測りました

深谷出身のフラメンコダンサー・小
こ

松
まつ

なつ美
み

さんがステップを指導してくれました

下坂氏は、3.11の津波襲来時の様子などを映像とともに紹介しました

就寝前には、避難所運営を考えるゲーム型訓練を行いました

不思議な世界を体験『集まれ！科学実験教室』
川本サングリーンパーク

『災害起きたら身に付けて』聴覚障害者支援
市役所本庁舎

朝顔にそっくり！サツマイモに花が咲いた
引地内

カンボジア政府が漬物工場を研修視察
市内企業・農家ほか

とろ～りアツアツ！『親子手作りピザ教室』 
岡部公民館

栄養満点野菜！『もやし見学＆体験ツアー』
㈲飯塚商店（新井地内）

ラテンのリズムで『フラメンコワークショップ』
深谷市民文化会館

被災地・田野畑村を教訓に『防災講演会』
川本公民館

いざに備えて『避難所体験訓練（宿泊型）』
深谷ビッグタートル
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　総合防災訓練の一環で、宿泊型の避難所体験訓練が実

施されました。参加者60人は、床にマットを敷き、段

ボールで仕切りを設け、備蓄毛布で眠りました。　

　フラメンコの魅力に触れるイベントに、48人のかたが

参加されました。フラメンコの歴史や演奏についての解

説を受けるほか、簡単なステップも体験しました。

摘み取りや水洗いを体験。そのもやしをお土産として持ち帰りました

伝統野菜！『しろなすグラタン試食会』
深谷公民館

　かつて夏の風物詩であった『しろなす』。武州煮ぼう

とう研究会が復活を期した『しろなすグラタンの試食

会』。ホワイトソースがたっぷり染み込んだ白なすは絶品。
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JICA（国際協力機構）支援プロジェクトの一環として行われました
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 ７

企業に学ぶ先端科学『こころざし深谷科学塾』
市内企業3社

講師は農林公園でパン作りを教える加
か

藤
とう

美
み

枝
え

子
こ

氏

らっぱ状の花は薄ピンク色で、中心は濃い赤紫色です

「しろなすは普通のナスより味が薄いので、その分多くの料理に使える」と話されていました


